
課
題
・
意
見
文
を
書
く

問
　
　
題

学
習
塾
や
語
学
教
室
な
ど
で
子
ど
も
が
学
ぶ
場
合
、「

個
人
指
導」

と「

集
団
指
導」

の
ど
ち
ら
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

発
想
材
料
を
参
考
に
、
あ
な
た
自
身
の
材
料
を
用
い
て
意
見
文
を
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
次
の
条
件
を
必
ず
守
る
こ
と
。

条
　
　
件

①
　
文
章
は
、
必
ず「

事
実」

、「

意
見」

、「

意
見
の
理
由（

証
明）」
の
順
に
、
三
段
落
構
成
で
書
く
。

②
　
本
文
は
縦
書
き
で
、
必
ず
一
行
二
十
五
字
の
マ
ス
目
に
十
六
行
以
上
、
二
十
八
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
一
字
と
し
て
数
え
る
。

③
　
最
後
に
、
あ
な
た
が
書
い
た
文
章
の
要
旨
を
三
行（

七
十
五
字）

以
内
で
書
く
。

発
想
材
料

・
教
師
が
生
徒
を
一
対
一
で
指
導
す
る
個
人
指
導
の
方
法
を
と
る
教
室
や
、
二
十
名
ほ
ど
の
ク
ラ
ス
で
集
団
指
導
の
方
法
を
と
る
教
室
が
あ
る
。

・
集
団
で
話
し
合
う
方
が
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
考
え
方
の
幅
が
広
が
る
。

・
個
人
指
導
の
塾
で
は
、
先
生
と
友
達
の
よ
う
な
ふ
ん
い
き
に
な
っ
て
し
ま
い
、
勉
強
す
る
気
が
起
こ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

・
集
団
指
導
の
場
合
、
一
人
の
児
童
が
不
真
面
目
な
行
動
を
と
る
と
、
他
の
児
童
も
そ
れ
を
ま
ね
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

・
教
師
と
だ
け
で
な
く
、
い
っ
し
ょ
に
学
ぶ
多
く
の
仲
間
と
気
軽
に
意
見
を
か
わ
す
う
ち
に
、
苦
手
意
識
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

・
受
験
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
に
家
庭
教
師
を
つ
け
て
学
ば
せ
る
親
も
い
る
。

・
外
国
語
を
学
ぶ
と
き
に
は
、
個
人
指
導
の
方
が
ま
わ
り
の
目
が
気
に
な
ら
な
い
の
で
思
い
切
っ
て
話
す
よ
う
に
な
る
。

−96−

２
０
１
０
年
度
入
学
試
験（

推
薦
入
学
Ａ
日
程
・
11
月
14
日） 【

50
分】

作

文

試

験

問

題学
芸
学
部：

子
ど
も
教
育
学
科
　
　
　
　
　

作　文
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課
題
・
意
見
文
を
書
く

問
　
　
題

子
ど
も
向
け
の
学
習
漫
画
に
つ
い
て
、「
学
習
漫
画
は
学
習
に
役
立
つ」

と
い
う
意
見
と「

学
習
漫
画
は
学
習
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す」

と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
、
ど
ち
ら
だ
と
考
え
ま
す
か
。

発
想
材
料
を
参
考
に
、
あ
な
た
自
身
の
材
料
を
用
い
て
意
見
文
を
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
次
の
条
件
を
必
ず
守
る
こ
と
。

条
　
　
件

①
　
文
章
は
、
必
ず「

事
実」

、「

意
見」

、「

意
見
の
理
由（

証
明）」
の
順
に
、
三
段
落
構
成
で
書
く
。

②
　
本
文
は
縦
書
き
で
、
必
ず
一
行
二
十
五
字
の
マ
ス
目
に
十
六
行
以
上
、
二
十
八
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
一
字
と
し
て
数
え
る
。

③
　
最
後
に
、
あ
な
た
が
書
い
た
文
章
の
要
旨
を
三
行（

七
十
五
字）

以
内
で
書
く
。

発
想
材
料

・
漫
画
は
絵
で
内
容
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
が
楽
に
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
漫
画
は
漫
画
家
の
考
え
方
で
絵
や
内
容
を
構
成
す
る
の
で
、
事
実
と
は
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
漫
画
は
気
軽
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
学
習
内
容
に
興
味
を
持
た
せ
た
り
知
識
を
広
め
た
り
す
る
の
に
都
合
が
よ
い
。

・
漫
画
を
読
み
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
文
字
ば
か
り
の
文
章
を
読
む
の
が
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
。

・
漫
画
は
展
開
が
早
く
少
し
読
む
だ
け
で
内
容
の
お
お
よ
そ
が
わ
か
る
の
で
、
次
々
と
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
漫
画
と
学
習
漫
画
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
教
室
に
は
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
学
校
が
あ
る
。

２
０
１
０
年
度
入
学
試
験（

推
薦
入
学
Ｂ
日
程
・
12
月
13
日） 【

50
分】

作

文

試

験

問

題学
芸
学
部：

子
ど
も
教
育
学
科
　
　
　
　
　作　文




